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研究要旨  

 葉状白斑は顔面の血管線維腫と並んで結節性硬化症の代表的な皮膚病変の1つであるが、そ

の機序は未だに確立されていない。そこで我々は白班の機序解明に役立てるために、大阪大学

医学部皮膚科受診中の結節性硬化症の患者の中で葉状白斑の分布が確認できた男性87人女性

126人の計213人の患者の845個の葉状白斑についてその分布の特徴を調べた。全身をほぼ同等

の広さの8カ所に分け、それぞれの部位に認められる白斑の個数を調べ、統計学的に部位によ

る頻度の違いを検討した。その結果白斑の好発部位は上背部から項部にかけて、次いで、腰部

から臀部にかけてであった。さらに年齢的には、0-9歳で最も多発し、50歳以上でその数が減

っていた。さらに白斑の分布がブラシュコ線に沿って出現しているのではないかと推測され

た。TSCのgermlineの変異を持ったメラノサイトが発生の過程において移動する途中で、Los of 

Hetero(LOH)が起こり、その結果その部位から移動ができなくなると同時に色素産生ができな

くなり白斑を生じたのではないかと考えた。 

 

 

Ａ．研究目的 

 
 葉状白斑は顔面の血管線維腫と並んで結節性

硬化症の代表的な皮膚病変の 1つであるが、その

機序は未だに解明されていない。そこで、葉状白

斑の分布の特徴を調べ、特徴的な分布を誘導する

要因を調べ、葉状白斑の発症機序解明を目指す。 

 

 
Ｂ．研究方法 

 

 1992 年から 2020 年の間に大阪大学医学部附属

病院皮膚科外来を受診した結節性硬化症の診断

基準患者 1)に基づいて結節性硬化症と確定診断で

きた患者の中で、カルテの記録と臨床写真より全

身の葉状白斑の分布が確認できた男性 87 人女性

126 人の計 213 人の患者の 845 個の葉状白斑につ

いて、その分布を調べた。診断基準に基づいて長

径 5mm以下の小白斑は除外した。全身を、頭〜顔

頚部、胸部、腹部から股部、上背部、腰部から臀

部、大腿部、下肢から足および上腕のほぼ同等の

面積の 8 カ所に分け（図１）、それぞれの部位に

認められる白斑の個数を調べ、各部位ごと、左右、

男女別、年齢別に、統計学的に部位による頻度の

違いを検討した。解析はSAS 9.4 (SAS Institute Inc., 

Cary, North Carolina, United States) を用いて行い、

two-sided significance level で P<0.05 を有意

差ありとした。 
 

（倫理面への配慮） 
カルテを利用した後ろ向き試験として、倫理委

員会に申請し承認を得た。また個人情報が出ない

ように最新の注意を払った。 

 

Ｃ．研究結果 

 
１から 72歳（中央値 27.1+17.5）の 213人のう

ち男性が 87人女性が 126人であった。 

白斑の好発部位は上背部から項部にかけての

189個 (95%CI:143.8-234.2)、次いで、腰部から臀

部にかけての 145個 (95%CI:114.63-175.37).であ

った。続いて大腿部 99 (82.25-135.74)、下腿と足

84 (61.05-106.95)、胸部 84 (59.73-108.27)及び上肢

74 (52.51-95.49)であった（図２）。年齢的には、白

斑は 0-9歳で最も多発し、50歳以上でその数が減

っていた。全身の白班の数に関しては男女差はな

かった (p＞0.05).が、上背部においては男性で有

意に白班の数が多かった (p=0.041)。左右差も全

身の分布では違いを認めなかった (p＞0.05)が、腹

部から股部 (p=0.028)下肢から足(p=0.0004)では
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右側に多かった（表１）。 

さらに、葉状白斑はブラシュコ線に沿って分布

しているのではないかと推測された（図３）。 

 

 
Ｄ．考察 

 
 結節性硬化症における白斑は結節性硬化症の

皮膚症状の中でも重要な症状の 1つであるが、そ

の発生機序にいては不明な点が多い。今回の研究

で、結節性硬化症の白斑の好発部位は上背部から

項部にかけて、次いで、腰部から臀部にかけて、

即ち躯幹背側であること。さらに葉状白斑の長軸

はブラシュコ線に沿って分布しいていることが

わかった。 

葉状白斑がブラシュコ線に沿って出現する機序

としては、TSC遺伝子の germline の変異を持った

メラノサイトが発生の過程において移動する途

中で、Loss of heterozygosity(LOH)が起こりそ

の結果その部位から移動ができなくなると同時

に色素産生ができなくなり白斑を生じたのでは

ないかと考えた。したがって、白斑の発生には同

部位のケラティノサイトとの相互関係も重要な

のかもしれない。 

 
 
Ｅ．結論 

 

 結節性硬化症の葉状白斑の好発部位は躯幹背

側で、葉状白斑の長軸はブラシュコ線にそって存

在する。 
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図１  ８部位 

 
図２ 葉状白斑の分布頻度 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３  葉状白斑の分布 
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表１       患者の特徴と 

部位別、性別年齢別斑の分布の頻度 

 

 

  


